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　総社市井尻野にある臨済宗東福寺派の寺院。もとは天
台宗だったが鈍庵禅師が七堂伽藍を建立してから中国
地方屈指の禅寺となった。室町時代に画聖雪舟が幼い
頃修行し、涙でネズミの絵を描いたという伝説で有名
な寺院である。建造物は禅宗様式の広がりをもつ重厚
な構造となっているが、中でも三重塔は最も古く、岡
山県下二番目の古塔としても貴重である。静かな境内
では秋には本堂や三重塔をバックに鮮やかに紅葉した
モミジやカエデが見事で訪れる人を楽しませてくれる。

宝福寺
ほうふくじ
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　日本全国より、多数のご来賓ならびに会員印刷工業
組合の役員、組合員、さらには印刷関連業界の皆様方
をお迎えし、本大会が中小印刷業界の団結と強調を確
認する貴重な場となり、併せて将来の業界の発展の礎
となる大会となることを期待しています。さて、中小
印刷業界は、未だに景気回復の実感に乏しい経営環境
が続いておりますが全印工連では本年５月に発表した

「全印工連 2025 計画 新しい印刷産業へのリ・デザイン」
を軸として、全国組合員企業の経営の安定ならびに持
続的な成長・発展を期して、諸事業に取り組んでいる
ところです。
　今大会のテーマである「みのり」をより大きなもの
にするため、全印工連は「業態変革」から「2025 計画」
へと提言を続けております。
　今大会においても 2025 計画の中心となる、業界と

して持続的な成長・発展を目
指すための戦略を披露し、全
印工連の進める「志」あふれ
る印刷産業に進むための大会
になると確信しています。
　印刷産業は印刷物製造の範
囲を超え、お客様の「伝えたい」や「思い」を最適な
カタチに変える情報コミュニケーション産業となって
います。人々を、より一層力強く結びつける産業が私
たち印刷産業です。
　本文化典を機に、これからもコミュニケーション産
業としての気概と多くの人々や社会に夢と潤いを与え
ることのできる印刷産業人としての誇りを再確認し、
印刷産業の素晴らしさを幅広くアピールする機会にし
ていただければ幸いです。

2016 全日本印刷文化典 ふくしま大会
■開催日：平成28年10月21日（金）、22日（土）

■会　場：郡山市「ホテルハマツ」

　我々印刷産業にはもともと文化があります。大袈裟かもしれませんが、有史以来、百万塔陀羅尼以来、聖書以来。残すこと、
伝えること、広めること、包み込むことの重要性を知っている DNA があります。謂わば、印刷は人類の知的欲求の大地に
深く根ざした産業であります。しかし、大量複製を本分としてきた近代の我々にとっては、これからの情報技術の更なる発
展を想像すれば、かって無い程の大きな岐路に立たされていると皆が感じているはずです。改めて、印刷産業が持つ多様性
を発揮しなければならない時が来ているのは間違いありません。
　多様性を認めることはまず第一に多様性を知ることから始まります。それは様々なメディアから見聞きすること以上に、
自分自身がその時その場にいることが具現化の第一歩となり得ると考えられます。
　生産物という結果にとらわれず、顧客との信頼の上で構築してきた印刷産業が持つ独特の関わり・プロセス・システムを
生かして、柔軟に対応する順応性を持って地域社会でその役割を果たすことが、これからの我々に課された使命であります。
　我々が培ってきた印刷文化に誇りを持ち、先人達が育ててきた大樹に新たな「みのり」の果実を実らせることをここに宣
言いたします。
        平成 28 年 10 月 21 日

                                      2016 全日本印刷文化典ふくしま大会

印刷文化典ふくしま宣言

 ＜開催のご挨拶＞　全日本印刷工業組合連合会　会長　臼田　真人
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30 年以上勤続優良従業員表彰者

〈大会経過〉
　全日本印刷文化典は、10 月 21 日（金）、22 日（土）
の２日間、福島県郡山市で開催された。
　式典には、経済産業大臣（代理）、福島県知事を始め
多数の来賓が出席、また全国 47 都道府県の組合役員や
組合員、印刷関連業者など 700 名が参加。
　岡山県工組からは、大塚理事長・廣野副理事長・池
上副理事長・栗平専務理事・三浦青年部会長の５名が
参加。
　事年式典では、福島県工組の佐久間理事長の歓迎挨
拶、臼井全印工連会長の開会挨拶、ご来賓の方々の挨
拶の後、組合功労者や勤続 30 年以上優良従業員表彰式
が行われ式典は終了した。
　記念講演は「発酵がもたらす福島の復興」と題して、
東京農業大学名誉教授 小泉武夫氏の講演が行われた。
　２日目は、全国理事長会、事務局研修会の後に全印
工連フォーラムが開催された。

　式典では「印刷産業発達功労者」「組合功労者」「優
良従業員」表彰式が行われた。

臼井全印工連会長

岡山県工組参加者

福島県工組佐久間理事長

岡山県工組参加者

 表彰関係

岡山県工組関係受賞者（敬称略）

 ・㈱大西商店　　　　高野　満則
 ・㈱ファビオ　　　　奥山　誠得
 ・ワシユウ印刷㈱　　小野　裕士
 ・シンコー印刷㈱　　秋山　恭一
 ・シンコー印刷㈱　　難波　　護
 ・シンコー印刷㈱　　平田　英明
 ・シンコー印刷㈱　　永山雄一郎
 ・シンコー印刷㈱　　土井　博文
 ・シンコー印刷㈱　　長野　　進
 ・シンコー印刷㈱　　杉山　知子
 ・作陽印刷工業㈱　　小野　　修
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第１回「官公需問題懇談会」開催
■期 日：平成28年10月12日（水）

■場 所：岡山県庁４階会議室

平成 28 年度  全国青年印刷人協議会
「中国ブロック協議会」開催

テーマ：未知の創造～製造業から情報価値産業への転換～

　今年度、組合の活動方針として「官公需問題」の解
決に向けて取り組んでいます。従来「要望書」を県に
提出し回答を求めていましたが、今年度「官公需対策
委員会」は中央会労働支援室を通じて、岡山県産業労
働部経営支援課の担当者との三者会談を行い、中小印
刷業界の状況や官公需取引の課題について話し合いを
行い、改善を図ることにしました。
　第１回官公需問題懇談会は、岡山県側から産業労働
部経営支援課参事の白神拓之氏、主任の今井竜吾氏、
中央会労働支援室室長岡崎　健氏、組合から官公需対
策委員長の藤原　守氏、委員の三村康彦氏、田中敏彦氏、

　平成 28 年 10 月８日（土）「サン・ピーチ岡山」で
中国ブロック協議会が岡山で開催されました。会議には、
全青協の恵　勇人議長、東海林正豊副議長、田所　久副
議長そして中国ブロック協議会の後藤智治副議長と中国
５県から青年部会の役員 20 名が参加しました。
　岡山県工組の青年部会からは、三浦信彦、友野宏史、
藤原正樹、橋本宗憲、大西真司、小山壱也の６名が参
加しました。
　今回の全青協のテーマの「未知の創造」は、これか
らの印刷産業は印刷の概念にとらわれず、今までにな
い新しい産業の枠組みを創造する事が必要で、その為
には、印刷産業以外との組合せから新しい「知」を創

造するイノベーションが必要、という趣旨で会議が進
められました。  （三浦信彦記）

事務局の栗平靖彦が出席しました。
　懇談会は、組合事務局から①岡山県印刷工業組合の
概況、②全印工連の官公需対策及び加盟組合の取り組
み状況、③中国地区の取り組み状況等について資料を
基に説明。
　特に、鳥取県・島根県・山口県の状況について詳細
に説明を行い、岡山工組としても現在抱えている課題

「岡山県内に本社工場がある印刷会社への発注」を中心
に今後要望を行うことを説明し、第２回「官公需問題
懇談会」を来年２月に開催することで、約２時間の会
議は終了しました。
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 平成 28 年 10 月１日から社会保険加入の条件が変わると聞いたのですが、
具体的にはどのように変更されるのでしょうか？

平成 28 年 10 月１日から、短時間労働
者に対する厚生年金保険・健康保険の加
入条件が変更されます。

　従来は「１日または１週の所定労働時間」及び「１
月の所定労働日数」が同じ事業所に使用される通常の
労働者の４分の３以上であることが条件でした。
＜平成 28 年 10 月１日以降の社会保険の加入条件＞
　 　「１日または１週」というのが「１週の所定労働時

間」のみに変更になります。
　 　つまり、「１月」及び「１週」の所定労働時間が通

常の労働者の４分の３以上であることが加入条件と
なります。

　 　そのため、正社員の１日の労働時間が８時間の会
社の場合、１日 5.5 時間であれば週６日勤務であっ
ても、平成 28 年９月 30 日までは社会保険の加入義
務はありませんでした。

　 　平成 28 年 10 月１日以降は、１週間の労働時間が
5.5 時間×６日＝ 33 時間となり、正社員（40 時間）
の４分の３以上となりますので加入義務が発生しま
す。

　 　また、平成 28 年９月までの基準「おおむね」がな
くなっています。これは、判断基準を明確にするた
めのものです。実際には、連続する２ヶ月間におい
て労働時間及び労働日数が４分の３以上で、引き続
き４分の３以上の状態が継続することが見込まれる
ときは、４分の３基準を満たしているものとして社
会保険に加入することとなりました。

　 　また、平成 28 年 10 月１日以降、常時 500 人を
越える企業は、

　　① １週の所定労働時間が 20 時間以上あること
　　② 月額賃金が 8.8 万円以上であること
　 であれば原則社会保険へ加入しなければならなくな

りました。
　 　尚、500 人を越えるとの要件は、平成 31 年９月

30 日までの時限措置となっております。平成 31 年
10 月１日からは、500 人以下の企業にも、１週の所
定労働時間が 20 時間以上の場合、社会保険の加入義
務が発生する可能性があります。

A
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全印工連「共済制度募集キャンペーン」実施中

　平成 28 年度の全印工連「共済制度募集キャンペーン」が、９月１日から来年３月末までの６ヶ月間行われます。
全印工連の共済制度は多数の組合員加入を頂き、団体契約としてのスケールメリットが生まれています。割安な
掛金で企業の福利厚生や経営安定に役立ててください。

募集キャンペーン中の共済制度
１，生命共済制度（ライフピア）　２，総合せつび共済制度（せつび共済）

３，医療・がん共済制度　４，災害補償共済制度

 ＊生命共済制度は、第一生命保険会社の営業マンが直接訪問して説明します。

■ 労働局からのお知らせ ■

育児・介護休業法が改正されます！
平成 29 年１月１日施行

□介護休業の分割取得
　対象家族１人につき、通算 93 日まで、３回を上限として分割取得が可能に
□介護のための所定労働時間の短縮措置等
　介護休業とは別に利用開始から３年間の間で２回以上の利用が可能に
□有期契約労働者の育児・介護休業の取得要件の緩和
　法で定めた時期までの雇用契約がなくなることが明らかでない労働者は休業可能
□いわゆるマタハラ・パタハラなどの防止措置の新設
　 上司・同僚からの妊娠・出産、育児休業、介護休業等を理由とする嫌がらせを防止する措置を講じることを

事業主に義務化

・その他の改正事項、各制度の詳細な内容については、厚生労働省のホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000130583.html をご覧下さい。

育児・介護休業法、男女雇用機会均等法の内容等、
詳しくは岡山労働局雇用環境・均等室（℡０８６－２２５－２０１７）迄
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 支 部 ニ ュ ー ス

津山支部

　津山支部は、10 月 17 日（月）津山国際ホテルで 10
月例会を開催しました。
　組合本部からは廣野景治副理事長、栗平靖彦事務局
長が出席し、廣野副理事長から事業報告と共済キャン
ペーンについて説明が行われました。
　また、生命共済制度について第一生命岡山支社の担
当者から、加入メリットや手続きについて説明があり
ました。
　その他、組合に対する意見要望について懇談が行わ
れました。

 協 議 会 ニ ュ ー ス
　第３回「企画委員会」開催

　10 月 25 日（火）午後６時からレストラン西川で開催された。
　議題は、８月に開催された「プリンテックフェア 2016」の報告、来年度開催予定の「PRIC フォーラム岡山」の検討、「平
成 29 年新年互礼会」実施計画などが検討され、11 月 15 日（火）開催の理事役員会へ報告され決定されることとなった。

　10 月 21 日（金）に鳥取県中部で発生した地震について岡山県工組は 24 日（月）に、各支部長への被害状況
調査を依頼しました。その結果、津山支部の組合員企業で、事務所の窓ガラスが２枚破損したとの報告を受けまし
たが、その他は被害はありませんでした。
　災害支援協定を締結しています鳥取県工組では、２社が印刷機械が動いて稼働しなくなったとの報告がありまし
たが、機械メーカーの対応で復旧をしたと連絡がありました。島根県工組は被害はゼロと連絡がありました。

鳥取地震被害調査の結果について

■ お知らせ■ 
平成 29 年「新年互礼会」開催のご案内

■ 開催日：平成 29 年１月 13 日（金）18 時～
■ 会　場：アークホテル岡山
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埼玉県入間郡三芳町竹間沢 283-1 〒354-8577　　
TEL 049-258-1611・FAX 049-259-1771

大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　今年は、例年になく自然災害の多い年でした。熊

本地震は未だ続いていますし、鳥取地震も収まって

いません。何時起きるか解らない災害に対して、常

日頃からの対応が個々人に求められています。 （Ｋ）

 編 集 後 記




